
秋田工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 英語Ⅲ（３Ｅ）
科目基礎情報
科目番号 0057 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教科（人文科学系） 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材
教科書:   「The American Universe of English」東京大学出版会　補助教材:「データベース4500完成英単語・熟語
5th Edition」 荻野治雄 ，「2023年受験用大学入学共通テスト過去問題集」　いいずな書店，「The Expanding
Universe of English 」東京大学出版会

担当教員 菅原 隆行
到達目標
１.　４５００語程度の単語力と英文法の理解力がある。
２.　英語の長文を正確に読み取ることができる。
３.   リスニングにおいて、1分間程度のアナウンスやナレーションの内容を理解することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 4500語レベルの単語を85%以上知
っている。

4500語レベルの単語を６０%程度
知っている。

4500語レベルの単語を５０%以下
しか知らない。

評価項目2 英語の長文を80％以上読み取るこ
とができる。

英語の長文を60％程度読み取るこ
とができる。

英語の長文を読み取ることができ
ない。

評価項目3
英語のナレーションをナチュラル
スピードで聞いて80%以上の内容
を理解することができる。

英語のナレーションをナチュラル
スピードで聞いて60%以上の内容
を理解することができる。

英語のナレーションをナチュラル
スピードで聞いて５０%以下の内
容しか理解できない。

学科の到達目標項目との関係
(D)コミュニケーション能力 D-2
教育方法等
概要 本科２学年でに学習した知識を応用して英語の長文を正確に読み取り、さらにリスニングにおいて1分間程度のアナウン

スやナレーションの内容を理解することができる能力を修得する。

授業の進め方・方法 演習形式で行い、小テスト（単語テスト、リスニングテスト）も随時実施する。試験結果が合格点に達しない場合、再
試験を行うことがある。

注意点

合格点は５0点である。　各中間・期末成績は、試験結果７0％、小テスト成績等を３0％で評価する。
学年総合成績＝（到達度試験（前期中間）＋到達度試験（前期期末）＋到達度試験（後期中間）＋到達度試験（学年末
）成績）/４

事前に行う準備学習（英検準2級程度の英語力を持っていることを前提とする）

なお、英検準２級取得、またはTOEIC公式スコア330点以上のどちらかの条件をクリアしていない場合、単位取得が困難
になる場合があるので注意すること。
宿題が多いので計画的に課題を進めること。　宿題をしてこない学生は科目履修を放棄したとみなすので注意すること
。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
Ｄ－２
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス
(問題集) 22本試験リスニング

授業の進め方と評価の仕方について説明する。
案内文、説明文、ニュースを聞き取ることができる。

2週 Session１４　Transported in NYC ① 公共交通機関での日常に関する英文を読み、内容を理
解できる。

3週 Session１４　Transported in NYC ② 公共交通機関での日常に関する英文を読み、内容を理
解できる。

4週 Session１４　Transported in NYC ③ 公共交通機関での日常に関する英文を読み、内容を理
解できる。

5週 Session１４　Transported in NYC ④ 公共交通機関での日常に関する英文を読み、内容を理
解できる。

6週 (問題集) 22本試験リーディング 英文の速読ができる。
7週 (問題集) 22本試験リーディング 英文の速読ができる。
8週 到達度試験（前期中間） 上記項目について学習した内容の理解度を確認する。

2ndQ

9週 試験の解説と解答
(問題集) 21第１日程リスニング

前期中間試験の解説と解答
講義、電話内容、道案内を聞き取ることができる。

10週 Session１５ The Philosopher's Diet ① 食の哲学に関する英文を読み、内容を理解できる。
11週 Session１５ The Philosopher's Diet ② 食の哲学に関する英文を読み、内容を理解できる。
12週 Session１５ The Philosopher's Diet ③ 食の哲学に関する英文を読み、内容を理解できる。
13週 Session１５ The Philosopher's Diet ④ 食の哲学に関する英文を読み、内容を理解できる。
14週 (問題集) 21第１日程リーディング 英文の速読ができる。
15週 到達度試験（前期期末） 上記項目について学習した内容の理解度を確認する。
16週 試験の解説と解答 前期期末試験の解説と解答、および授業アンケート

後期 3rdQ
1週 (問題集) 21第２日程リスニング 説明文、相談内容、対話、プレゼンテーションを聞き

取ることができる。
2週 Session１６ Nothing① 無の空間論に関する英文を読み、内容を理解できる。
3週 Session１６ Nothing② 無の空間論に関する英文を読み、内容を理解できる。



4週 Session１６ Nothing③ 無の空間論に関する英文を読み、内容を理解できる。
5週 Session１６ Nothing④ 無の空間論に関する英文を読み、内容を理解できる。
6週 (問題集) 21第２日程リーディング 英文の速読ができる。
7週 到達度試験（後期中間） 上記項目について学習した内容の理解度を確認する。

8週 試験の解説と解答
(問題集) １８試行調査リスニング

後期中間試験の解説と解答
複数の情報を聞き取り、内容を統合することができる
。

4thQ

9週 Session５ Chaos　Theory① カオス理論に関する英文を読み、内容を理解できる。
10週 Session５ Chaos　Theory② カオス理論に関する英文を読み、内容を理解できる。
11週 Session５ Chaos　Theory③ カオス理論に関する英文を読み、内容を理解できる。
12週 Session５ Chaos　Theory④ カオス理論に関する英文を読み、内容を理解できる。
13週 (問題集) １８試行調査リーディング 英文の速読ができる。
14週 (問題集) １８試行調査リーディング 英文の速読ができる。
15週 到達度試験（学年末） 上記項目について学習した内容の理解度を確認する。

16週 試験の解説と解答 学年末試験の解説と解答、本授業のまとめ、および授
業アンケート

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

聞き手に伝わるよう、句・文における基本的なリズムやイントネ
ーション、音のつながりに配慮して、音読あるいは発話できる。 2

前2,前3,前
4,前5,前
6,前10,前
11,前12,前
13,後2,後
3,後4,後
5,後9,後
10,後11,後
12

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要領に準じた
新出語彙、及び専門教育に必要となる英語専門用語を習得して適
切な運用ができる。

2

前2,前3,前
4,前5,前
6,前10,前
11,前12,前
13,後2,後
3,後4,後
5,後9,後
10,後11,後
12

中学で既習の文法や文構造に加え、高等学校学習指導要領に準じ
た文法や文構造を習得して適切に運用できる。 2

前2,前3,前
4,前5,前
6,前10,前
11,前12,前
13,後2,後
3,後4,後
5,後9,後
10,後11,後
12

英語運用能
力の基礎固
め

日常生活や身近な話題に関して、毎分100語程度の速度ではっき
りとした発音で話された内容から必要な情報を聞きとることがで
きる。

2 前1,前9,後
1,後8

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 2

前7,前
14,後6,後
13,後14

英語運用能
力向上のた
めの学習

自分の専門分野などの予備知識のある内容や関心のある事柄に関
する報告や対話などを毎分120語程度の速度で聞いて、概要を把
握し、情報を聞き取ることができる。

2 前1,前9,後
1,後8

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、教室内外
で英語で円滑なコミュニケーションをとることができる。 2 後13,後14

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 2

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
10,前11,前
12,前13,前
14,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
9,後10,後
11,後12

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 2

前2,前3,前
4,前5,前
10,前11,前
12,前13,後
2,後3,後
4,後5,後
6,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 2 後13,後14

複数の情報を整理・構造化できる。 2 後13,後14
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 2 後13,後14



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


